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課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

３
温州ミカンの施設栽培における高品質果実

果実の多収生産技術

分類 ①

(2)温州ミカンの早､期加温栽培における夏季せん定

後の要素の葉而散布による結果母枝の充実法

１年（完了）

温州ミカンの夏枝結果母枝利用型の早期加温栽培において、各種要素の葉

面散布による夏枝の緑化促進効果について検討し、充実した結果母枝の確保
を図る。

Ⅱ｛試験方法

１供試品種カラタチ台4年生上野早生（鉢植え）

２試験場所園芸研究所果樹圃場

３処理方法

1年７月中旬にせん定して発生した夏枝に８月２８日から９月１１日まで７日お

きに３回葉面散布した。散布は尿素0.5％液単用（N区)、尿素０．５％＋硫酸

マグネシウム２％液(N+Ng区）、尿素０．５％＋硫酸銅０．３％液(N+Cu区）、尿素

0.5％＋硫酸マンガン０．３％液(N+Mn区）、尿素０．５％＋硫酸亜鉛0.3％液及び

無処理区とした。なお、散布剤による薬害を軽減するためにＮ+Cu区、Ｎ+Mｎ

区、Ｎ+Zn区には生石灰を0.3％加用し、Ｎ区とＮ+Ng区にはクレフノン１００
倍を加用した。

Ⅲ主要成果の概要

夏枝発生後の緑化期に尿素を２～３回散布すると、葉内のクロロフィル含

量が増加して緑化が促進される。さらに、マンガン、亜鉛、銅などの微量要

素を加用して散布すると、クロロフィル含量が増加して緑化促進効果が高ま
る◎

１夏枝発生後の緑化期に、尿素にマンガン、亜鉛、銅などの微堂要素を加

用して葉面散布を行うと、葉内のクロロフィル含量が増加する。

２葉面散布すると微量要素の葉内での成分含有率が増加するが、緑化の進

行に伴い、散布した要素成分以外の成分も増加しやすくなる。

３３回散布を行うと、葉の緑化は無処理区より７～１０日早くなる。

４葉内クロロフィル含量とグリーンメータ計測値（ＧＭ値）との間には高
い相関関係が見られる。
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Ⅳ主要成果の具体的データ
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調査月日

第１図ＧＭ値の経時的変化と第２図葉中の全ｸﾛﾛﾌｨﾙ含量と
緑化の進行(1年）ＧＭ値との相関（1年）色

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点
１温州ミカンの早期加温栽培において、総合的な結果母枝充実対策の一環
として利用できる。また、露地栽培においても緑化促子進法として活用でき
る ０

２マンガンは葉面が汚れやすいので、、高濃度や3回を超える散布は避ける．
３マンガン、亜鉛、銅などを散布する場合は、薬害防止のため等量の生石
灰を加用する。

Ⅵ今後の研究上の問題点

Ⅶ資料名

１元年度福岡県農業総合試験場果樹関係試験成績書
２元年度常緑果樹試験成績概要集（農林水産省編）


